
中東情勢緊迫化で急伸、一時70ドル台後半へ
NY原油先物相場は、1バレル=70ドル台前半まで急伸する展開になった。カナダの森林火災、米中通商

環境の改善期待を背景に60ドル台中盤までじり高の展開になっていたが、日本時間6月13日朝にイスラ

エルがイランの核施設、軍事施設に対する攻撃に踏み切ると、77.62ドルまで急伸して1月21日以来の

高値を更新した。その後は短期筋の利食い売りで73ドル台前半まで上げ幅を削る展開になったが、前週

比では8.40ドル高（13.0%高）と急伸している。

米国とイランの核協議が難航する中、イスラエルは従来から協議を打ち切って軍事的制裁を行うことを

主張していた。トランプ米大統領は核協議が継続中なことを理由に自制を呼びかけていたが、15日に予

定されていた核協議を待たずに、イスラエルが攻撃に踏み切った。当然にイランは反撃しており、両国

の間では攻撃の応酬が続いている。13日時点では原油供給に大きな混乱は生じていないが、先行き不透

明感からリスクプレミアム加算が促された。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（6月6日時点）は、原油が前週比364万バレル減、ガソ

リンが150万バレル増、石油精製品が125万バレル増となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】

50

55

60

65

70

75

80

85

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

3,400

3,600

3,800

2025/01 2025/02 2025/03 2025/04 2025/05 2025/06

原油ETFリセット付証拠金取引
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（円）

（注）青線はWTI原油（右軸）

（ドル/バレル）



原油ETF証拠金取引 WEEKLY REPORT

©Marketedge Co.,Ltd. All Rights Reserved.

中東情勢によってブレ幅の大きい地合に、原油供給に実害あるか
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【展望】

中東情勢が一気に不安定化したことを受けて、地政学リスク

の消化が最優先される地合になる。焦点は、原油供給に実害

が生じるか否かになる。イスラエルとイランの両国が軍事衝

突しても、原油供給に対する影響が軽微であれば、原油価格

は比較的短時間で急伸前の価格水準に戻す傾向にある。昨年

も二度にわたって武力衝突が発生したが、原油供給に対する

影響が生じていないことを確認すると、供給リスクのプレミ

アム剥落の形で急反落している。しかし、今回はイスラエル

とイランの双方が互いに原油・ガス関連施設に対する攻撃を

開始しており、高いレベルの緊張状態が、原油相場の急伸を

促すリスクを高めている。イランの主要石油ターミナルなど

が攻撃を受け、同国産原油輸出が大きく落ち込むと、短期的

には80ドル台にレンジを切り上げ、さらにパニック状態に陥

ると90ドルを試すリスクも完全には排除できなくなる。

また、イランがホルムズ海峡封鎖といった対抗策を講じると、

イラン産のみならずペルシャ湾岸諸国からの原油輸出が止ま

る可能性もある。その際には、90ドル、100ドルといった価

格水準まで噴き上げる可能性も排除できない。

今後の展開は読みづらい状況が続くが、イラン産原油供給へ

の実害に注目して、値上がりリスクがどの程度残されている

のかを探る展開になろう。イスラエルとイランの動向によっ

て、上下双方に値が飛びやすい環境になる。

なお、6月16日には石油輸出国機構（OPEC）、17日には国

際エネルギー機関（IEA）の月報が公表される。改めて需給

緩和見通しの強化につながるような動きがみられるかにも注

目したい。
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